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【００１３】
　また、上記同伴流に乗って電極チャンバ２から流出したオゾンは、人体に悪影響を及ぼ
す危険もあった。
　このように、従来の表面改質装置では、電極チャンバ２内で生成されるオゾンや結晶状
異物を除去できないために、種々の問題を発生していた。
　この発明の目的は、オゾン及びＮＯｘ等のガスの排気はもちろん、電極チャンバ内に生
成する結晶状異物も除去できる表面改質装置を提供することである。
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